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ひとりぼっちをつくらない地域づくり
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♪我が家のスマイル　リレーでつなごう♪

毎日、たくさんの笑顔を
ありがとう

これからもスクスク
大きくなーれ！！

林　駿辰くん（３歳）
しゅんた

歳末たすけあい募金報告歳末たすけあい募金報告
98世帯202名にお届けしました
　12月にご協力いただきました「歳末たすけあい募
金」は、地域で支援を必要とされている方々に六甲
バター㈱様からご提供いただいた製品とともにお届
けさせていただきました。
　あたたかいご協力ありがとうございました。
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最近、４年ほど使っているスマホの調子が良くありません。
画面が突然暗くなる、処理能力がかなり遅い等、どうやら寿
命が近いようです。変えるタイミングがなかなか掴めずに今
まで使ってきましたが、いよいよ変え時かと感じました。立
春という事で、まだまだ寒くはありますが、暦の上ではもう
春です。スマホの件もそうですが、身の回りの事を新たに、
今年も過ごしていきたいです。（UY）

社 協 の つ ぶ や き社 協 の つ ぶ や き

VOICE
コミュニケーション
麻雀は、基本２人１
組の８名で遊ぶ健
康麻雀です。手の
ひらからはみ出す
ほどの大きなパイ
が特徴で、そのパ
イを動かすだけで
も軽い運動になり
ますよ。
また、こちらの道具
は自治会にも貸出
可能です。

（予約要）

わだい

VOICE
寄附者の指定され
る団体へ払い出し
させていただきま
した。
① 
均等額を以下の３
団体へ
・NPO法人らいふ

サポートくるみ
・NPO法人つくし

とすぎなの会
・社会福祉法人こ

ばと会
② 
NPO法人らいふ
サポートくるみへ

（平成27年12月受付分）善意の預託ありがとうございました
　　　　　　　氏　名（敬称略）
加古川組仏教婦人会連盟（指定払出①）
匿名
匿名
稲美町茶道協会
加古川友の会
S39.3　加古小学校卒業同窓会
国岡自治会
ADEKA労働組合
　　　　　　　氏　名（敬称略）
カラオケ喫茶　我がまま（指定払出②）
兵庫県生命保険協会
匿名

金銭寄附

物品預託

内　容
寄附

粗供養
寄附
寄附
寄附
寄附
寄附
寄附

内　容
寄附
寄附
寄附

金　額　
￥60,000

￥200,000
￥50,000
￥5,000
￥5,000
￥1,136

￥41,900
￥20,000
物　品　

車いす１台　  
車いす２台  　
もち米30kg　 

社協オープンかふぇ社協オープンかふぇ
皆さまからの福祉会費で実施する事業です

◆と　き　原則第２金曜日　10：00～11：30
◇ところ　障害者ふれあいセンター　２階
◆内　容　フリードリンクカフェ（コーヒー、紅茶、麦茶、ハーブティー等）

◇利用料　100円（おかわり自由・お茶菓子付）

2/12（金）コミュニケーション麻雀
3/11（金）二胡の演奏会

★同時開催　エクスチェンジ（主催／いなみさん家）

こちらのもち米は、町内保育園（４園）、NPO法人らいふサポートくるみ、NPO法人稲美町つくしとすぎなの会へお配りさせて頂き
ました。また、ご寄附いただきましたお米は、主に支援を必要とされている方に提供するなど活用させていただきます。なお、平成
27年9月～12月の間に240kgものご寄附がありました。誠にありがとうございました。

実施します!!　３月18日（金）13：30～15：00　コミセンホール
福祉講演会『発達障害と自殺予防』　講師／広野ゆい氏

くわしいお知らせは、社協だより３月号をご覧ください。

赤い羽根共同募金への
ご協力ありがとうございました

平成27年度　募金総額
5,529,237円

ご家庭から
学校の児童・生徒から
役場・学校・農協・福祉施設職員から
企業から
街頭募金から
募金箱から
合　計

4,106,934
112,486
126,432
1,129,075
18,548
35,762

5,529,237

募金種類 実績額（円）

「福祉教育指定校事業」赤い羽根共同募金事業クローズアップ

町内の全小中学校と幼稚園保育園（毎年１園）に、
福祉教育のための助成および支援をしています。
思いやりの心を育てるための授業等で使わせていただいています。

天満小学校 ５年生 車いす体験 (H27.12.4）
リハビリ訓練ボランティアの皆さんの指導のもと、
「車いすの使いかた」や「町内のふくし」に関する
ことなどを学びました。

<児童の皆さんからのお手紙>
●稲美町で障害がある人は約1200人と知って、びっくりしました。
●「自助」「共助」「公助」という言葉を初めて知り、とても大事なことだとわかりました。
●エレベーターで車いすのボタンを押すと、ゆっくり閉まるということを知りました。
　車いすに乗っている人にとっては、とても嬉しいボタンだと思いました。
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アルミ缶リサイクル
タブはそのままで♪

アルミ缶をリサイクルで出す際は、タブは外さず
そのままの状態で大丈夫ですよ♪
アルミ缶の値段は重量で決まるので、
外さない方が重さも減らない上、
ケガの心配もいりません。

印刷ミスをしてしまった年賀状
書き損じハガキ・古切手・ベルマーク

まだまだ活躍できます
書き損じハガキは、福祉事業や
ボランティア活動事業に関する
郵送時に活用させていただきた
いと思いますので、ご家庭に眠
っているものがございましたら、
ご寄附よろしくお願いします。

ふ く し 豆 知 識

赤い羽根共同募金で実施します

ボランティア活動は赤い羽根共同募金で応援しています

福祉会費で実施する事業です

交流会のお誘い

稲美町中途失聴・難聴者交流会第７回
傾聴ボランティア講座

調理ボランティア募集

傾聴は、相手の話に耳を傾けて、
相手の心に寄り添うこと。
あなたも傾聴の技術を学んで、
家庭・地域・職場で、

よりよい人間関係を築く源となる
聴き上手になりませんか？

と　き）①２／15（月）　②２／22（月）
　　　　③２／29（月）　④３／７（月）
　　　　⑤３／14（月） 
　　　　13：30～15：30
ところ）障害者ふれあいセンター２階 多目的室
参加費）500円（資料代として）
定　員）先着20名

と　き）2／27（土）13:30～16:00（受付13:00）
ところ）障害者ふれあいセンター　２階
対　象）難聴者と聞こえについて関心のある方、
そのご家族
参加費）無料
申　込）下記、稲美町社会福祉協議会まで
　　　　（FAX　079-492-9170）
主　催）兵庫県立聴覚障害者情報センター
主　管）特定非営利活動法人　兵庫県難聴者福祉協会
協　力）稲美難聴者の会、要約筆記「ひだまり」

活動日時）水曜日　およそ９：00～12:00
　　　　　活動回数は、月１回～（※７、８月はお休み）
活動場所）いきがい創造センター調理室（稲美町国岡１－１）
活動内容）栄養士の指導のもと、
　　　　　お弁当の調理・盛り付け・片づけ

人生の途中で聞こえにくくなった人は、今までと違
い、何かと不便で悩みが多いことと思います。
その気持ちを話し合ってみませんか。これからの生
きる励みになります。聞こえに関する専門的な相談
もできます。要約筆記（話の内容を文字化し映し出
す）や認定補聴器技能者が付きますので、安心して
ご参加ください。

VOICE
稲美町社会福祉協議会では、「ひとりぼっちをつくらな
い地域づくり」を推進しています。
ひとりで悩まず、相談したり、思いを共有することで、心
が軽くなったり、解決の糸口が見つかるかもしれません。

ひとりで悩まず、利用してみませんか？

生きづらさをかかえる
成人をもつ親のつどい

ちょっとした違いで社会とうまく距離がつ
かめないなどの困り感をお持ちの子ども
（成人）を持つ親のつどいです。悩みや情
報の共有をしませんか？
参加申し込みは要りません。
原則毎月第２水曜日　10：00～12：00
障害者ふれあいセンター法律相談（無料・予約制・先着4名）

暮らしの中の悩みごとを相談して
みませんか？（相談員：弁護士）

　原則毎月第２木曜日　13：30～15：30
　障害者ふれあいセンター
　（一組30分／先着４名まで）

心配ごと相談（無料・予約不要）

大池自治会の取り組み
12月６日（日）防災訓練

解決の道を一緒に探しましょう
（相談員：司法書士、民生委員、

　　　　　　　学識経験者、社会福祉士）

　毎月第１木曜日　総合福祉会館
　毎月第３木曜日　母里福祉会館
　毎月第４木曜日　障害者ふれあいセンター
　いずれも　13：30～14：30

今後の日程は
※２月は、第３に変更●2/18（木）

●3/10（木）

①  米は洗い30分程水に浸す。

②  ①に酒と塩を入れ、いつもの水加減に

  　する。

③  炒り大豆を入れ、普通に炊く。

（6人分：米3合、炒り大豆60g、

　　　　　塩5g、酒大さじ1）

2月にピッタリ!! 炒り大豆ごはん

VOICE
赤い羽根共同募金
では、自治会内に
おける見守りや支
え合いを行う『福
祉ネットワーク』の
取り組みに対して、
年間上限5万円の
助成をしています。

大池自治会では、
５月/子ども会との
交流会

（参加者48名）、
6月/福祉懇談会

（参加者42名）
7月/夏祭り

（参加者400名）
9月/人権学習

（参加者22名）
という様々な取り
組みを行っておら
れます。

福祉ネットワーク事業報告

参加者180名

　関係者の皆さんの協力もあり、計画を進めてきた主要行事
である防災訓練が無事に終わりました。消火栓取扱いや担架
搬出訓練、炊き出し訓練、シェイクアウト訓練（大地震発生
という想定のもと参加者全員が一斉に命を守るための安全な
行動を確認する訓練）などを行いました。大人から幼い子ど
もまで楽しく訓練することができました。特に今回初めて行
った車いす避難サポート訓練については、皆さんの関心も高
く、多くの自治会員から「役に立つ訓練だった」との声があ
り、取り入れた甲斐もあったと感じています。

大池自治会役員会・防災会役員一同

▲初めての試み、車いすでの避難訓練

▲バケツリレー訓練
大人も子どもも全員参加で

挨拶や会話をしながら!!

▲初期消火訓練
子どもたちも熱心に
　取り組みました!!


